







































































































さいたま岩槻キャンパスの 2 学部 4 学科の学生は卒業
後その多くが医療施設や福祉施設で働くことになる。平
成26年度の平均在院日数は、病院33.2日、一般診療所
17.4日であり平成23年と比較して減少している。もちろ
ん診療科によって異なり、例えば平成26年度の精神科の
平均在院日数は281日である（国民衛生の動向2017/2018
（2017））。いずれにしても我々医療従事者が患者と接触
する時間は限られた時間でしかない。そして退院時の治
療目標が主に考慮されることになる。仕事としての診療
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行為はそれでも行えるのである。
しかし病気は何の脈絡も無く起こることはまれであろ
う。もちろん交通事故のような外部からの大きな力が加
わったことによる怪我等は別である。多くの病気は、多
かれ少なかれ本人の持っている脆弱性に様々なストレ
スや長期に渡る生活習慣が重なって発症するのである。
しかしそれはせいぜい個体の年齢を超えることはない。
生まれてから亡くなるまでの約80年間の出来事に過ぎ 
ない。
生命の誕生は約38億年前と推計されている。最初の生
命がどのようなものであれ、我々の生命もその延長線上
にある。そして共通の祖先からサルとヒトに分かれたの
が約20万年前である。その後ヒトは進化を続け、認知
革命を通して意識や言語を発達させてきた。その結果、
ヒトは自然に対する優位性を持つに至り自分自身を「ホ
モ・サピエンス」と称するようになった。そして現在の
人間が存在している。約80年の個体の年齢の前に38億年
の歴史を持っているのである。現在の人間（ホモ・サピ
エンス）の姿形や意識現象はその進化の最先端にいるこ
とになる（ユヴァル・ノア・ハラリ（2016））。
本講では、この進化の過程で身体構造がどのように変
化して現在のヒトの形になってきたのかを学習する。つ
づいて認知革命はヒトの学習と関わっている。学習は、
意識と感覚と記憶を基盤とする大脳の働きである。大脳
も身体の一部である。身体は遺伝子によって伝えられる
が、発達した大脳が今度は遺伝子を操作するというのが
現在の状況である。ここには多くの倫理的問題が含ま 
れる。
そして生命がこの地球で生存できるのも約50億年後ま
でである。約50億年後には太陽は燃え尽き、地球の生命
は終焉を迎えることになる。もちろんだからといってす
ぐに悲観的になる必要はない。必ず地球が太陽に飲み込
まれて無くなるとはいえ、80年の寿命の個体からすると
無限に近い先のことである。これから人間は数十年間の
間に、自分の細胞から新たな細胞を作り、さらにそれら
から臓器を作り出し今までの不治の病を克服できるよう
になるかもしれない。あるいはAIによるロボットが病
気や障害による不自由さをかなり解消してくれるかもし
れない。あるいは人工的に遺伝子を操作し、現在のヒト
とは全くその姿形や能力の異なる生物へと変化して行く
かもしれない。そのような未来が人間にとって幸せかど
うかは保証されてはいないけれども。
このように人間は生物的存在ではあるけれども社会
的、歴史的存在でもある。人間（患者）を、治療者とし
て関わる時間（数日から数か月、長くても数年）、個体
の寿命としての時間（約80年）からだけではなく、さら
に大きな時間スケールから俯瞰することで、新しい人間
観が獲得出来るかもしれない。
	 目標2．社会の中での人間を
考える
人間と社会以降の講義では、社会は人間が作り上げた
制度であると同時に社会によって人間が規定されるよう
な相補的なあるいは循環的な関係として考えてみたい。
医療系の中にいると、人間をまず身体的な存在とのみ
考えやすい。そしてすべての問題（障害）を身体の問題
として捉えるということは自然な発想である（こころの
問題は当然脳の問題となる）。しかし、人間が社会的動
物であることは論を待たない。それ以上に社会の方こそ
人間が作ったものとも言える。
物理学者のバナール（1976）は、知識および経験の
この特殊な部分をphysics（物理学）と呼ぶことが出来
るのは、「それが主として人体の感覚・運動装置の延長
（または拡張）とでも呼ぶことのできるものを扱ってい
る」からであり、「人間は外界を記録するための感覚器
官と外界を変化させるための筋肉機関からなる完全な一
組の物理的装置を所有している」と述べている。さらに
「食物の消化と体内の代謝活動の維持とのためのいっそ
う精巧な化学装置」をも所有していると述べている。付
け加えるならば、世界を認識するための脳と言語による
情報化装置を所有していると言えるかもしれない。
ある意味で社会に存在するものは人間の延長だとも言
える。人間は、様々な物を生み出して来た。服や家は外
界から身を守る皮膚の延長であり、車や工作機械は足や
手あるいは筋肉の延長である。様々な化学工業は消化機
能の延長であり、コンピューターは感覚器官や脳の延長
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であり、インターネットはコミュニケーションの延長で
ある。医療もまた人間の持つ自然治癒力の延長だと考え
ることができる。逆に人間は社会の様々な働きによって
規定されている。言語は人間の思考を統制し、法は否応
なく人間の倫理的行動を規制している。
このように人間と社会との関係を相補的、循環的に捉
えなおすことで医療職種の持つ身体中心主義を多少でも
相対化することが出来るかもしれない。
	 さいごに
筆者の教員生活で直接教養科目を担当することは初め
ての経験である。今まで前景にあった専門知識は背景に
退き、専門知識を背景から支えていた知識を前面に据え
る今回の講義は恐怖でもあるが、刺激的でもある。9 割
は混乱した内容となるだろうけれど、1 割くらいは聴講
していただく学生に何らかの示唆を与えられることを
願っている。
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